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8月 21日、豊玉町地域福祉センター前広場にて、おひさまらんど が簿警 ゎ逮議鶴 畿感が

行われました。

おひさまらんどは、合併前から対馬市社会福祉協議会豊玉支所で行っていた子育て支援事

業で、母親の育児不安を解消し、子どもたちがのびのびとすこやかに成長できるようお手伝

畠ほど集まり、 「0歳 児のはいはいレース」や

争」などのゲームが行われ、最後は全員参カロに

ファイヤーで綿めくくり、子どもたちも夏休み
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椿段のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上|ず

ます。

平成16年3周 対馬市誕生にともない、私たち

社会福祉協議会も組織を新たにし対馬市社会福

祉協議会として誕生いたしました。
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対馬締織黛福縦繍議会

轟 ン ン 議 鹸

合併に際し、ご協力をいたださました協議会委員、各町社会福祉協議会長、

及びリーダーシップを発揮し合併事務を効率よくまとめていただいた合併協

議会事務局長の労をねざらうとともに、ご理解をいただきました市民の曽様

方に厚くお礼申し上げます。

私も、合併協議会長、厳原昭社協会長として、本合併に1よ携わってきまし

たが、対馬市社会福祉協議会の初代会長の壷薫を任せられ身のStき締まる思

いをしております。気分を一新し鋭憲努力していくつもりでございますので

曽様のご理解とご協力をお願いいたします。

さて少子化や長寿社会を首暴に、一人暮らし老人世帯や高齢者世帯の増カロ

など家族構成や社会構造の変改によって、地域社会福祉活動の推進を国的と

した社会福祉協議会の役割は、ますます重要になつて参りました。

本会におきましても、合併後アヶ円を経過し、内部機構も徐々に整いつつ

ございます。今後|よ、対馬市市政の福祉の一端を担い、今後複雑多様化する

であろう福祉二一ズに柔軟に対応すべく 「今は苦しくとも明日に輝く 『温も

りのある ,福祉のまち対馬』」を目指じ、役職曇一丸となつて努力していく

所存
ギ ザ 子 ||‐.‐ ‐■ |1品

品 鬼 ユ 曳 熟 品 上 鬼 ‡今後とも―|き様あ温かいと支援|とと続,

て■発刊|のご擦拶といたし議

革
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資産口員債,網財産|の状況
対馬市社会福祉協1議会

‐の平成16年3‐角131日1弾1年の李1摩守つ搭鴻叫1谷
象‐‐‐‐211‐ャう0キ

ー
P3で、奎産総額 336,690千日||‐1卓停布車|111々41?49千1甲||||||‐禅暫序1

内訳は次のとおりをすど|■ ‐.■‐||■■|■■■■‐~‐ ‐ ‐ ‐ ‐
| | | ‐‐| | ‐| | ‐| ‐| | | | | | | | ‐■ | | | | | ‐

:
祭壇事業積立預金

i欠 損補填積立預金

:轡轡露君層壬暑畳

2020T円

7 1 6千 円

231500千 円

現金 i109千 円

47651

預貯金 :60,772千 円

未収金 :30,505千 円

立替金 ,238千 円

罫量任景層只垂li鮮静
望暴金整暑走整干『1。。千円:

緊逢統ぎP桑83抑 吉
垂昆各ず塚昇圭営

664千円 i
退職共済預け金

次期緑と 981204千 円一
///―昂認暑子緊

基金

国庫補助金等特別積立金
:

読罫墾蓬蟹i2ュ500千円:
福祉資金積立金 i181607千 円

  t

事業運営積立金 !91500千 円 i

]

会計単位内借入金 :2,283千 円

0
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収入支出|の状況
平成15年慶の対馬市社会福祉協議会の収入支出の総額は、合併前の6師 社会福祉協議会の

11ケ月間及び合併後の対馬市社協の 1ケ月間を合計し、それぞれ621′457千 円で、内訳は
次のとおりです。

準

雪

昌

昌

畳

昌
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富
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緋

督

昌

鶴
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茎
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増

昌

言

ず

言

昌

昌

準

亀

芋

退職共済預け金収入 t2,077千 円

積立預金取崩収入 1551482千 円

施設整備等寄付金収入 i21830千 円

会計単位内繰入金収入
1231898千円

会計単位外繰入金収入
11,986千 円

預金利息 :40千 円

雑収入 i 2 1 5 4 3千円

末U用料収入 :8、623千 円

経常経費補助金収入 十157午8千
鴫
昌

助成金収入 1258千 円   畳

寄付金収入 181773千 円

受託金収入 :82068千 円

事業収入 1221980千 円

貸付事業収入 11,623千 円

冒

ま
共同募金配分金収入 i6,801千 円

介議保険収入 i131,002千 円

葬祭壇賞付事業 i7,597千 円

| 法人運営事業 :2711412千 円

ふれあいのまちづくり推進事業
6,000千円

ポランテ ィアセンター事業 :11,091千 円

心配ごと相談所事業1162千円

介護保険事業 :1321442千 円

支援費事業 t81625千 円

市受託事業 !77.230千 円

県社協受話事業 131853千 円

共同募金配分金事業 161896千 円

シルバー人材センター事業 !13,748千 円

福祉資金貸付事業 i l1623千円

善意銀行 基金 積立事 業 i80 1 7 7 8千 円―一一一一ソ

                                     需

退職共済預け金支出 i ll1993千円

橋立預金積立支出 !24,466千 円

借入金償違金 :4,000千 円

固定資産取得支出 :25,717千 円

賞付事業支出 !1,867干 円

人件費 ,2501503千 円

:::::|:!

鶴

姦

観 会計号午容爆発卒出
轡

冒会計単位外繰入金:H,033千円
盤    重這曇轟営i13:I子呂
獣    助審亀茎撃こ'':と3子呂 事業董 1 9 7 , 9 9 8千 円   ヒ 事務費 1 5 0 1 2 0 1千 円            旨

昌

会黄収入 : 2 , 9 9 5千円

支払資金残 :20588千 円

|=手手||

輸



窪 鏑 標

000010

社会福祉協議会は、地域福祉活動 (住民が主体となり、地域の実情に応じた福祉活動)の

増進を目的に法律に墨づいて組織された公共性と自主性を有する団体 (社会福祉法人)で 、

その財源は、自治体からの補助金及び委託料、共同募金配分金並びに社協会費でまかなわれ

る様になっております。特に社協会費につきましては、地域に応じた柔軟な事業を行うため

の重要な財源として考えられています。

対馬市社会福祉協議会といたしましても、地域に応じたきめ細かな福祉活動を推進してい

くために、その財源として会費制度の導入が決定されています。         |

市民の当様には、趣旨をご理解のうえ、より多くの方々のご協力をお願いいたし―ますよ
一般会費 i 300円 以上 (一般の世帯構成員)

贅助会員 !1′000円以上 (上記以夕ヽの世帯構成員及び団体)

法人会員 13′000円以上 (法人)

なお、一般会費の徴収につきましては、 1月 以降各地区の区長さんにお願いしようと計画

していますので、よろしくお願いいたします。

●独居老人や高齢者世帯の

生きがいづくりや、孤独
感の防止のための事業。

●母親の育児不安を解消 し、

子供たちがのびのびとす

こやかに成長できるよう、

お手伝いをしています。

●ボランティア育成のため

の入門講座の開催や、ボ

ランティア活動の斡旋。

|lilll十111+il尋予1市柿而|

0広 報誌の発行事業。    ‐

対馬市社会福祉協議会の  ‐

各種事業の紹介、各種講  |

座やイベン トなどタイム  |

リーな情報を、見やすく !

分かりやすく提供いたし  ‐

ます。         |

●重度身体障害者通院対策
事業。

●各種調査 』研究
●各種イベントなど。

●
小
学
校
、

中
学
校
、

高
校
な
ど
に
お
い

て
、

福
祉
に
関
す
る
授
業
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、

憂
休
み
に
施
設
体
験
な
ど

を
行
う
、

サ
マ
ー
ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
の

実
施
。
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８
月
２‐
～
２２
日
に
、

対
馬
市
社
会

福
祉
協
議
会
美
津
島
支
所

・
豊
玉
支

所

・
上
県
支
所
が
、

「２４
時
間
テ
レ
ビ

憂
は
地
球
を
救
う
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

美
津
島
支
所
は
、

８
月
２‐
～
２２
日

の
二
日
間
パ
ル
２‐
及
び
ス
ー
パ
ー
サ

イ
キ
美
津
島
店
に
お
き
ま
し
て
、小
・

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
十
六
名

で
行
い
、
１
６
３
、

４
２
９
円
の
募

金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

豊
玉
支
所
は
、

８
月
２‐
日
豊
玉
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
、

「ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
活
動

を
行
い
、

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
も
あ
り
１
１
８
、
１
７
０
円
の

募
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
県
支
所
は
、

８
月
２２
日
ス
ー
パ

ー
バ
リ
ュ
ー
タ
ケ
ス
エ
大
浦
店
に
お

き
ま
し
て
、

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
２４
名
で
行
い
、

８
５
、

０
５
４
円
の
募
金
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
た
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、

多
額
の
募
金
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

ご
協
力
い

た
だ
さ
ま
し
た
彗
様
の
温
か
い
気
持

ち
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、

す
べ
て

２４
時
間
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
事
務
局

に
送
金
し
、

入
浴
車
、

電
動
車
椅
子

の
購
入
や
国
際
援
助
等
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

ご
協
力
調
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

熙ン
六
月
十
日
に
豊
玉
阿
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
に
お
き
ま
し
て
、

第
１
□
対
馬

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
連
合
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
大
会
は
、

対
馬
市
身
体
者
福
祉

協
会
連
含
会
の
主
催
で
、

１０
テ
ー
ム

が
参
加
し
暑
い
日
ざ
し
の
中
、

熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
１
□
大
会
の
優
勝
に
輝
い
た
の

は
、

峰
テ
ー
ム
、

準
優
勝
は
豊
玉
Ａ

テ
ー
ム
、

三
位
は
厳
原
Ｂ
テ
ー
ム
で

し
た
。

優
勝
さ
れ
ま
し
た
、

峰
テ
ー
ム
は

９
月
１６
日
に
諌
早
で
行
わ
れ
た
県
大

会
に
出
場
し
、

健
闘
さ
れ
ま
し
た
が

惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
敗
退
と
い
う

結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
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盤寵

鶴
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欝
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機簾 鹸霞
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８
月
１７

・
‐８
日
の
２
日
間
、

対
馬

市
社
会
福
祉
協
議
会
上
県
支
所
主
催

の

「児
童

，
生
徒
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
」
が
実
施
さ
れ
、

上
県
阿
内
の
中

学
校
か
ら
２２
名
の
生
徒
が
参
加
し
、

車
イ
ス

・
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
や
、

特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「日
吉
の
里
十

通
所
授
産
施
設

「あ
ゆ
み
園
」
で
の

施
設
体
験
掌
習
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
は
、

様
々
な
福
祉
体
験
学
習

に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
も
、

慣

れ
て
く
る
と
積
極
性
も
で
て
、

閉
会

時
に
は
来
年
も
ま
た
参
加
し
た
い
な

ど
の
声
も
あ
り
、

こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
を
通
し
て
福
祉
と
い
う
も
の
を
、

身
近
に
感
じ
取
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

９
月
１５
日
、

美
津
島
阿
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

対
馬
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
美
津
島
支
部
の
主
催
の

「美
津
島
阿
老
人
演
芸
の
集
い
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、

美
津
島
支
部
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
を
刈
象
に
、

行
わ
れ
る

も
の
で
、

計
画

・
準
備
等
す
べ
て
自

ら
行
い
、

手
づ
く
り
の
演
芸
会
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、

約
３
５
０
名
の
会
員

が
参
加
し
、

自
慢
の
歌
や
舞
踊
が
披

露
さ
れ
、

会
場
は
終
始
利
や
か
な
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

上県支所の様子

優勝された峰チーム

車イス体験学習の様子

美津島町老人演芸の集いの様子



対 罵 韓   萎 デ提塞轟輝00円 対 轟 義   量輝愚0′000円

赤 い 理 襲 婁 釜

1救原 町  2′ 392′000円

美津島阿  1,248,000円

豊 玉 日丁    664′ 000円

峰   町     440′ 000円

上 県 阿    631′ 000円

土封 馬阿    808,000円

●ボランティア講演会
●ワークキャンプ事業
●高血圧予防料理教室

●車椅子(アイマスク)体験
による福祉教育事業

●ボランテイア養成講座
●グランドゴルフ大会
●ゲー トボール大会

●朗読サービス団体支援
●障害者 ・児団体支援事業
●重度身体障害者通所送迎
●手話サークルヘの支援

0・0000

歳薫匙奮ξす姦もヽ募金

厳 原 町   2 5 0′ 0 0 0円

美津島町   4 1 0′ 0 0 0円

豊 玉 町    2 7 5′0 0 0円

峰  阿    2 5 1′ 0 0 0円

上 県 町     350′000円

土封 馬町     494,000円

赤

い

親

根

共

臨

募

金

糧

翻

実

施

中

本
年
も
１０
月
１
日
～
姥
月
３‐
日
ま
で

「赤
い

一！
！！！！！！

う
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

ま
た
県
内
の
民

！

間
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
、

民
間
社
会
福
祉
団

！！

体
等
の
活
動
資
金
な
ど
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
！
一

本
会
で
は
、

合
併
後
初
め
て
の
実
施
で
、

運

！一

動
方
法
や
住
民
の
営
様
へ
の
理
解
な
ど
、

不
十

一

め駆批
・こ蕗備効略帥批瑯肺麻和棘け熱粥
一

よ
う
宣
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
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喜 塞 華 轟 三 妻

轟 華 轟 轟 ○,い醒醒簸相談

●′S、れあい食事会
●高齢者いきいき
サ回ン

●老人クラブ

団体支援

●母子 ・父子寡婦福祉支援

事業
●母子寡婦福祉団体支援

●児童 ・言少年、子ども会

活動支援

●子育て支援団体への援助

●小 ・中学校ボランテイア

事業への助成

●育児支援ボランティア養

成事業

●子育て相談

C‐の影|のンの
一
ン ンンンンヰン
H   鯖 揚 所 隠   F B R

11月 10日 (水) 峰 町 保 健 福 祉 セ ン タ ー

13B寺～168寺

11周 17日 (水) 上県町地域福祉セ ンター

12月 8日 (水) 上対馬町地域福祉センター

12月 15日 (水) 峰 町 保 健 福 祉 セ ン タ ー

12月 22日 (水) 上県町地域福祉セ ンター

1月 19日 (水) 上対馬阿地域福祉センター

1月 26日 (水) 上県町地域福祉セ ンター

申 対馬市社会福祉協議会上県支所(上県阿佐須奈乙339)
TEL 0920-84-2775

脚畔‐ンンン欝社隅紗熙ンン錮らせ
対馬6町 合併による平成 16年 3月 1日の新市誕生に伴い、社会福祉協議会の組織体制も大きく変わりました。

これに伴い合併前まで十日社協で実施していました、生活福祉資金貸付事業や各種募金 ・各種相談 。その他の事業

は、合併後も各支所窓□で対応しています。詳しくは、P3組 織図をこ参照の上、お問い合わせください。

●貸出用福祉機器の配分を

受けて、車椅子や歩行器、

電動ベッドなどの無料貸

出を行つています。
― ■■i‐十11+|■|■■― ― ■||■

生活上の、あらゆる相談に応じて、その
解決方法のア ドノミイスを行います。
相談内容によっては各専門機関を紹介
します。

Ш
~8週

火曜日相談員常設
午前100寺～年後3時

跡 厳原阿文化会館

※視祭日は、お休みいたします。

中
対馬市社会福祉協議会厳原支所
(厳原町□分1441)
TEL 0920-52-1169

ン
卿

※
相
談
は
す
べ
て

予
約
制
で
す
。

‖

棚

柵
　
脚


